
ローカル降雨予測サービスの概要
【 新会社の国の機関・地方自治体へのサービス（システム設計・ソフト構築～運用）】
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システム運用システム運用

システム設計・ソフト構築システム設計・ソフト構築

水蒸気 降雨

発生

降雨発達

 　過去の実績データの収集

 ◆気象庁の提供する各種気象実績
　 データ（ＧＰＶ（※）、アメダス、
    レーダー）
 ◆国の機関・地方自治体の雨量計に
　 よる計測実績データ

　※ＧＰＶ（ｸﾞﾘｯﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄﾊﾞﾘｭｰ）
　　　日本全国を対象に地上1層、上層16層の
　　　全17層のｸﾞﾘｯﾄﾞ毎に気象庁より１日２回
　　　配信されている気温、風向・風速、気圧、
　　　湿度の気象データ

対象地域特有の降雨発生
メカニズムのモデル化

実況データ等をリアルタイムに入力

①気象庁ＧＰＶ実績・予測データ
 　（1日2回配信）

②気象庁アメダス実況データ
   （10分毎配信）

③気象庁レーダー実況データ
   （10分毎配信）

④国の機関・地方自治体の雨量計に
　よる実況データ
 　

自動入力

自動入力

自動入力

自動入力

分　析

山や谷などの
対象地域の
地形特性を加味

　対象地域専用のアプリケ
　ーションソフト構築

豪雨時における行政判断

降雨量予測値

を算出・出力

ダム放流
　→下流の安全性向上

避難勧告発令
　→余裕ある避難行動

担当官

高精度予測

ローカル
降雨予測
ソフト

（対象地域特有の
降雨発生ﾒｶﾆｽﾞﾑを
反映した基本
方程式を作成）

予測システム
設計

より適切な【判断】が

可能！

データ

計算

ローカル降雨予測システム


